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用も検討 している.しかし,その取 り扱いに -一定

の見解はなく,症例の苗機が必要である.

2 胃憩室による偽副腎腫癌の 1例
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症例は68歳,男性.胸部 CT掘影 した際に偶発

的に左副腎腺癌 拍6.7mm)を認めた.診断 目的

に当科を受診 した.

【身体所親 BMI24息 血圧 110/60mmHg.普

腫,満月様顔貌などは認めない.

【経過】coTtiso1ll.S′ug/dl,ACTH27.6pg/ml,

メ タ ネ フ リ ン 0.08mg/day, ノル メ タ ネ フ リン

0.24mg/day,PA仁52.8pg/ml,PRA0.9mg/ml/hr,

デ キサ メタゾ ン 1mg抑制試験ではcortisol0.79fL

蛋/dl.以上の結果から非機能性副腎腫壕と診断 し

た.1年後再検査 したCT画像で左副腎と思われ

た 腺 癌 の 内部に a嘉rdens糎 が認められ 腎との連

続 性 が 疑われた . 腎 Ⅹ 線 検 度を施行 したところ,

腎督隆部小額後壁 に憩室を認め,胃憩室による偽

副腎腫癌と診断した.

【考案】胃憩室の発生頻度は0.03- 0.30/Oと低

く,副腎腫癌との鑑別が問題となることは稀であ

る.不必要な手術の リスクを避けるぺ く,左副腎

腫癌の診断の際には胃憩室に注意を払 うべきで

ある.
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E目的】当院は 1992年 1月に世界で初めて腹腔

鏡下副腎摘除術を施行 した施設である.この 20

年間における,世界での初症例から現在までの症

例を報菖する.

【対象と方法】1992年 1月か ら2010年 7月の

間に腹腔鏡~F副腎摘除術を施行 した 209例 を対

象とした.男女比は87 :123.年齢は平均 51.0

歳 (12-81歳).右 102例,左 86例,両側 21例

上 期的 手術 1例,二期的手術 5例,片側のみの

手術 9例)であった.原発性アル ドステロン症

82例,Cushing症候群 43例,褐色細胞腫 31例

(悪性褐色細胞腫 3例),副腎癌 3例,ACTH産生

准壕6例,ACTH非依存性太結節副腎皮質過形成

5例,テス トステロン産生魔境 1例,非機能腫癌

39例であった◆

【結果】手術時間の平均 192,6分 (64-572分).

出血量の中央値は 50ml(小量～3,740ml).経腹

膜到達法 24例,後腹膜到達法 186例.合併症と

して 500ml以上の出血 13例,肝損傷 1例,肺損

傷 1例,肺損傷 1例,小腸損傷 1例,術後洞停止

1例,皮下気腫 1例を認めた.

【結語】当院での 20年間で行った209例の腹腔

鏡下副腎 摘 除 術 の 手 術 統 計 を考察 した.
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女性化乳房は良性の乳腺組織の増生からなり,

思春期男児の約 6割で見 られる生理的な現象で

あるが,時に基礎疾患を有 していることがある.

今回我々は,アンドロゲン不応が示唆された思春

期女性化乳房の 1例を経験 した.

症状の遷延や家族歴を有する女性化乳房では,

基礎疾患の有無について精査が必要である.

5 13年間放置 されていた特発性中枢性尿崩症

の 1例
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症例は61歳,女性.主訴 は口渇 ,多飲,多鼠

瞳 病歴】生来健吏軌 1969年 (20歳 時 ),口渇 ,

多飲,多尿 を主訴に岐阜県某 総 合 病 院 を受 診 .


